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グリーン ICTとサイバーメディアセンター
“グリーンからブルーヘ”

サイバーメディアセンター広報委員会

委員長松岡茂登

サイバーメディアセンターは、自らの教育・研究活動

は無論の事、大規模計算機システム（スーパーコンピュ

ータ、汎用コンクラスタ）、電子固書館システム、 ODINS

（大阪大学情報ネットワークシステム）、キャンパスクラ

ウド、教育用計算機システム、可視化システムなどの、

言わば大阪大学のクラウドコンピューティングシステム

としての全学支援システムの企画・ 運用拠点として、大

阪大学の職員や学生の皆さんの日常の教育・研究活動を

支えるミッションを有しています。私どもセンター職員

は、皆さんに、より高度で1知薗なサービスを享受してい

ただけるよう、高いモチベーションを持って日々の業務

に取り組んでいます。

このミッションは、大阪大学の関係者がサーバ、 PC、

あるいはスマートフォン等の種々の電子端末を使って利

用する電子サービスそのものだけでなく、利用者には直

接意識されることが無い、ネットワークの“向こう側”

で電子サービスを支える物理的なシステムを維持・メン

テナンスする影武者の役目と言えばよいでしょうか。

昨今、スマートフォンやSNS等のサービス急増により、

そのサービスを実現するクラウドコンピューティングシ

ステムをネットワークの“向こう側”で支えるデータセ

ンターの需要が急増しています。利用者は雲の中がどう

なっているか気にせず、様々な端末を使って、種々のサ

ービスを利用できるようになってきました。

クラウドコンピューティングは、 1980年代のグリッ

ド・コンピューティングに端を発し、 1990年代の仮想化

技術の広まり（仮想サーバ・仮想プラットフォーム・仮

想アプリケーション）や 2000年代に入ってからの SaaS

(Software as a Service)のサービス拡大等を経て、近年の

急激な需要拡大時期を迎えています。サイバーメディア

センターは、大阪大学のクラウドコンピューティングシ

ステムを通して各種サービスを提供しています。

一方、クラウドコンピューティングシステムとしての

データセンターの消費電力は世界の全消費電力の 2%

に達し、年率 10%の割合で増大しています。世界のデ

ータセンターが消費している電力は原発30基分に相当す

ると言われており、データセンターの消費電力の抑制

（グリーン化）が喫緊の課題となっています。

さらに、忘れてはならないのが、いわゆる水の問題（ブ

ルー）です。機器の冷却のために必要なものは電力だけ

ではありません。機器の加湿も含めて lkWh当たり 1.8

リットルの水が必要とも言われており、クラウドコンピ

ューティングシステムは水力発電を除いて最大の水の消

費者となっています。

とはいえ、元来クラウドコンピューティングシステム

は、環境負荷の低減と両立するグリーンでブルー（クリ

ーン）なサービスを提供するものです。各ユーザが個別

に機器を設置して同じサービスを提供するよりも遥かに

高度で、グリーンでかつブルーなサービスを提供する事

が可能です。

大阪大学でも状況は同じです。大阪大学全体の消費電

カの中で、部門毎に設置しているサーバ等の ICT機器の

電力が大きな割合を占めています。サイバーメディアセ

ンターでは、グリーンでブルーなクラウドコンピューテ

ィングベースの全学支援サービスの提供と、そのシステ

ムを今後ますます充実させ、運営に取り組んで行きます。

疇ながら、私どもの活動が十分認知されていないこ

とも時折耳にする事があります。今後は、私どもの営み

をこれまで以上にご理解いただけるよう、シャープな情

報発信にも努めてまいります。他大学との連携も進めて

いきます。皆様には大阪大学のクラウドコンピューティ

ングサービスを積極的にお使いいただき、高度なサービ

スを享受いただくとともに、グリーンでブルーな ICT環

境の構築にご協力いただけますようお願いします。
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